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Ⅰ．公開講座 
 





 公開講座の開催数については例年どおり 30 講座程度にするという方向で、講座を募集・選定した。
平成 27 年度については、無料講座が 8 講座、有料講座が 19 講座の計 27 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 110.7%（定員 942 人
に対して受講者総数 1043 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率は 117.3％
（定員 510 人に対して受講者総数 598 人）であり、有料講座の定員充足率は 103.0％（定員 432 人に
対して受講者総数 445 人）であった。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き
桃の木山椒の木』の学術的成果－」は、当初は定員 200 名以内に抑えることをめざしたが、241 名の
応募者をそのまま受け入れ、充足率が 120.5％となった。この措置は、読売新聞による周知記事（2015




対して、200％を超えた講座が 1 講座（「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた講座が
9 講座、100％ちょうどの講座が 2 講座であるので、定員を満たした講座の割合は合計 12 講座となり、























無料講座 8 510 598 117.3 － 0 
有料講座 19 432 445 103.0 380 3,160,000 




された平成 25 年 4 月 1 日の時点では、「地域連携の推進」の手段として、「地域連携」
と「生涯学習」の 2つの視点が明示された。その後、大学が“Center of Community”(略
称：ＣＯＣ)となるよう求めた「地(知)の拠点整備事業」が文部科学省の委託事業とし
て公募され、本学の「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成
事業」が採用されたことを受けて、同年 12 月 1 日には、センター内センターとして「と


















































40 0 0 51
150 0 0 135
200 0 0 241
30 0 0 60
20 0 0 27
20 0 0 29
12 5,000 60,000 10
30 0 0 37
20 0 0 18
15 15,000 225,000 17
75 10,000 750,000 49
12 5,000 60,000 12
15 10,000 150,000 15
48 5,000 240,000 27
40 5,000 200,000 47
15 5,000 75,000 12
15 5,000 75,000 8
20 5,000 100,000 24
15 5,000 75,000 20
20 5,000 100,000 29
20 5,000 100,000 17
15 10,000 150,000 23
20 10,000 200,000 14
20 5,000 100,000 29
942 3,135,000 1,043
20 15,000 300,000 26



































































































































「常識」と「真実」とは合致するのか？ 5 10 200 130 111
平成27年度
241
いま、変わる男の働き方 1 2 150 135
51
消費者力アップセミナー 4 10 20 17 12 29
基盤教育特別公開講座1.2 5 7.5 40 23 28
27
アイヌ文化を学ぶ 1 4 30 40 20 60
現地で学ぶ「宇都宮学」 2 5 20 19 8
18
宇都宮城と蓮池 4 12 30 21 16 37
社会参加支援セミナー 3 6 20 11 7
10 10
タイ料理入門 4 10 12 1 11 12 12
韓国料理入門 4 10 12 0 10
49 44
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2015 15 30 15 8 9 17 14
韓国語講座1.2.3.4.5 50 100 75 14 35
47 41
書道1.2.3.4 20 40 48 6 21 27 23
山形県生まれの四人の文学者たち 10 20 40 18 29
15 9
日本文明の本質 5 10 20 18 6 24 19
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ 10 20 15 4 11
8 6
英語の新知識 5 10 15 6 6 12 5
水と微生物の力で進化する未来型作物栽培 5 10 15 8 0
17 16
クラシック音楽への招待 2 5 10 20 21 8 29 24
役に立つ気象学　３ 5 10 20 14 3
20 26
基礎から学ぶ朗読講座 4 10 20 6 23 29 28
フィットネスウォーキング 5 10 15 2 18
14 5
里山で楽しむランブリング 4 20 15 9 14 23 23
グリムの昔話とヴェーザーベルクラント　 10 20 20 5 9
44 40
いのちをいただきます 5 10 15 14 8 22 14
民俗学からみた栃木 5 10 20 29 15
26 21
合　　　　　　計 202 446.5 942 468 440 1,043 380
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回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
2 11月21日(土) 14：00～15：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第２部〉演奏
基盤教育センター
　特任准教授 若園 雄志郎
1 11月21日(土) 10：00～12：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第１部〉講義
札幌大学
　准教授 落合　研一





















































回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
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　特任准教授 若園 雄志郎
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回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師


































10 8月 5日(水) 総まとめ
講　　　　師
8 7月22日(水) 家族-누구의 책입니까?
9 7月29日(水) 位置-학교는 어디에 있습니까
6 7月 8日(水) 自己紹介-나는 일본 사람입니다. 　国際学部
7 7月15日(水) 指示代名詞-이것은 무엇입니까? 非常勤講師 金　多希
4 6月24日(水) バッチム・連音化
5 7月 1日(水) いろいろなあいさつ・復習
11月17日(火) 漢字語数詞の読み方-언제 갑니까? 　国際学部
7 12月 1日(火) ～요体-부산까지 어떻게 가요? 非常勤講師 崔　寶允
4 10月27日(火) 丁寧形-주말에는 뭐 합니까?














2 10月13日(火) 약속이 있습니다.(家族の呼称)
3 10月20日(火) 位置関係を表す言葉-회사는 어디에 있어요?
10 8月4日(火) 否定文-일본 사람이 아닙니다.
②すぐに使える韓国語
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 12月 8日(火) 固有語の数詞の読み方-몇 시부터예요?









回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月21日(火) 韓国TVコマーシャルの台詞を聞いて読んでみよう
9 7月28日(火) 自己紹介-저는 일본 사람입니다.
6 7月7日(火) 合成母音 　国際学部
















3 7月 8日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)




2 6月24日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　准教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月26日(金) 韓国料理の基礎３ (コーディネーター)




2 6月12日(金) 韓国料理の基礎２ 　准教授 大森玲子
９．韓国料理入門



























回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
40
4140
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3 7月 8日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)
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回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
40 41
4140
















3 7月 9日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ
③上級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧





2 11月 5日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月19日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ
②中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 7月16日(木) 楷書の古典から臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）





3 7月 2日(木) 楷書体の正しい書き方を学ぶ
１4．書道
①初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
小池  清治
4 11月 5日(木) 井上ひさしの人生と作品①『モッキンポット師の後始末』
5 11月12日(木) 作品２『花石物語』から『東京セブンローズ』まで
10月22日(木) 作品②『溟い海』『又蔵の火』『雲奔る』
3 10月29日(木) 作品③『一茶』『白い瓶』『三屋清左衛門残日録』など 名誉教授



























回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター






4 9月 9日(水) 形容詞-날씨는 어떻습니까?




2 11月11日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 11月18日(水) 希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶 어요?
10 10月28日(水) 総まとめ
⑤韓国語中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師





2 8月26日(水) 動詞-무엇을 합니까?
3 9月 2日(水) 方向と場所-어디에 갑니까?
④韓国語初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 10月14日(水) 過去形-어제 무엇을 했어요?
9 10月21日(水) 未来形・意志-무엇을 먹을까요?
6 9月30日(水) 固有数詞-한 개에 얼마입니까? 　国際学研究科





6 12月 9日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리 겠습니다. 　国際学研究科
7 12月16日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼 마나 되었어요? 非常勤講師 金　多希
4 11月25日(水) 意図・意志（～ㄹ(을)게요）-요즘 바빠요?
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6 12月 9日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리 겠습니다. 　国際学研究科
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2 7月11日(土) ヨガで体の基本を知り作る 




5 8月19日(水) オーケストラの楽しみ方 (２) 荻町　修
農学部




2 8月11日(火) 楽器紹介 (金管楽器)、演奏会を開く (1)
4 8月18日(火) オーケストラの楽しみ方 (1)
5 2月22日(月) 地球温暖化 (２) 
20．クラシック音楽への招待 2
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部




2 2月 1日(月) 交通と気象
4 2月15日(月) 地球温暖化 (１)
19．役に立つ気象学 3




3 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅰ(10：00～12：00) 　名誉教授 浅野 一郎













5 2月24日(水) ディスカッション／愛華農法の特性とその実践 手塚 博志
農学部
3 2月10日(水) 土壌中における無機肥料成分の特性・機能とその循環 　准教授 福井　糧








回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
教授 中西　裕
7 10月 1日(木) ボスコム谷・緑柱石 准教授 寄川 弘玄
8 10月 8日(木) ブナ屋敷
元客員教授









5 7月 2日(木) オレンジの種五つ








9 10月14日(水) 無限に広がる世界  昭和女子大学
10 10月22日(木) 技師の親指
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧








回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
44
4544

















2 7月11日(土) ヨガで体の基本を知り作る 
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2 8月11日(火) 楽器紹介 (金管楽器)、演奏会を開く (1)
4 8月18日(火) オーケストラの楽しみ方 (1)
5 2月22日(月) 地球温暖化 (２) 
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2 2月 1日(月) 交通と気象
4 2月15日(月) 地球温暖化 (１)
19．役に立つ気象学 3




3 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅰ(10：00～12：00) 　名誉教授 浅野 一郎













5 2月24日(水) ディスカッション／愛華農法の特性とその実践 手塚 博志
農学部
3 2月10日(水) 土壌中における無機肥料成分の特性・機能とその循環 　准教授 福井　糧








回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
教授 中西　裕
7 10月 1日(木) ボスコム谷・緑柱石 准教授 寄川 弘玄
8 10月 8日(木) ブナ屋敷
元客員教授









5 7月 2日(木) オレンジの種五つ








9 10月14日(水) 無限に広がる世界  昭和女子大学
10 10月22日(木) 技師の親指
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧








回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
44 45
4544










































10月3日(土) 困難に打ち勝つ力　 和久井 隆










2 9月5日(土) 大きいことは良いことか？ 　食農ファシリテーター
3
26．いのちをいただきます






3 9月16日(水) 農作業にまつわる春と秋の行事。初午行事とシモツカレ 　栃木くらし文化研究所代表




2 9月 9日(水) どんど焼きなどにみられる多様な小正月行事
5 10月 7日(水) お盆は仏教行事か。盆行事に見られる祖霊信仰
25．民俗学からみた栃木Ⅵ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師



















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月 4日(木) ゲッティンゲンとブラーケル











4 11月 5日(木) マーブルクとカッセル
23．グリム童話とヴェーザーベルクラント






2  7月10日(金) 読解力と表現力について 東京アナウンス学院演劇講師　
3
22．基礎から学ぶ朗読講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
46
4746










































10月3日(土) 困難に打ち勝つ力　 和久井 隆










2 9月5日(土) 大きいことは良いことか？ 　食農ファシリテーター
3
26．いのちをいただきます






3 9月16日(水) 農作業にまつわる春と秋の行事。初午行事とシモツカレ 　栃木くらし文化研究所代表




2 9月 9日(水) どんど焼きなどにみられる多様な小正月行事
5 10月 7日(水) お盆は仏教行事か。盆行事に見られる祖霊信仰
25．民俗学からみた栃木Ⅵ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師



















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月 4日(木) ゲッティンゲンとブラーケル











4 11月 5日(木) マーブルクとカッセル
23．グリム童話とヴェーザーベルクラント






2  7月10日(金) 読解力と表現力について 東京アナウンス学院演劇講師　
3
22．基礎から学ぶ朗読講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
46 47
4746
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 公開講座の開催数については、例年どおり 30 講座程度にするという方向で募集・選定した。平成
28 年度については、無料講座が 6 講座、有料講座が 22 講座の計 28 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 116.5%（定員 922 人
に対して受講者総数 1074 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率が 100.9％
（定員 450 人に対して受講者総数 454 人）であるのに対して、有料講座の定員充足率は 131.4％（定
員 472 人に対して受講者総数 620 人）であり、大変に高い数字が出た。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『伝え方』と『伝わり方』との隙間－記事の『書




100％に満たなかった講座は 7 講座であるのに対して、200％を超えた講座が 3 講座（「文化と人生」
の 285.0％、「役に立つ気象学」の 265.0％、「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた
講座が 9 講座、100％ちょうどの講座が 3 講座であり、定員を満たした講座の割合は合計 15 講座であ




平成 28 年度の広報活動については、「宇都宮大学公開講座開催案内」（10000 部作成）とポスター





















無料講座 6 450 454 100.9 － 0 
有料講座 22 472 620 131.4 504 4,295,000 















平成 27 年度 
公開講座
番号 講  座  名 外部組織・機関・団体名 
1 「常識」と「真実」とは合致するのか？ 読売新聞社 宇都宮支局 
2 いま、変わる男の働き方 とちぎ男女共同参画センター・宇都宮市 
3 基盤教育特別公開講座 基盤教育センター 
4 消費者力アップセミナー 栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室 
5 現地で学ぶ「宇都宮学」 ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会 
6 アイヌ文化を学ぶ (財)アイヌ文化振興・研究推進機構 
7 社会参加支援セミナー 栃木県保健福祉部高齢対策課 
8 宇都宮城と蓮池   宇都宮城跡蓮池再生検討委員会 
24 里山で楽しむランブリング 雑草と里山の科学教育研究センター 
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5,000 50,000 8 40,000 80.0
50.0
10
10,000 200,000 10 100,000
8 40,000
20
15 5,000 75,000 23 115,000
44 220,000




















































































「伝え方」と「伝わり方」との隙間 3 7.5 200 110 83 193
男女共同参画による地域づくり 1 2 150 86
1 4 20 25
2 5 30 23 7 30
12 37






4 12 30 27
4 20 20 6




114 10 12 2




韓国語講座1.2.3 30 60 45 11 32 43 40
漱石のすべてⅠ・Ⅱ















書道1.2.3.4 20 40 48 10 23 33 25
放射能ってどんなもの？
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ 10 20 15 5 13 18
20
15
5 10 20 36
5 10 20
5 10 15 18 8 26
5 10 20 17
5
文化と人生
基礎から学ぶ朗読講座①② 3310 20 40 10





193 434.5 922 506 482 1,074
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
栃木で考える防災と災害復興 75 10 15 7
10 20 20 6 4 10
1
16




415 10 20 28
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「伝え方」と「伝わり方」との隙間 3 7.5 200 110 83 193
男女共同参画による地域づくり 1 2 150 86
1 4 20 25
2 5 30 23 7 30
12 37






4 12 30 27
4 20 20 6




114 10 12 2




韓国語講座1.2.3 30 60 45 11 32 43 40
漱石のすべてⅠ・Ⅱ















書道1.2.3.4 20 40 48 10 23 33 25
放射能ってどんなもの？
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20
15
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5 10 20
5 10 15 18 8 26
5 10 20 17
5
文化と人生
基礎から学ぶ朗読講座①② 3310 20 40 10





193 434.5 922 506 482 1,074
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
栃木で考える防災と災害復興 75 10 15 7
10 20 20 6 4 10
1
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回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師




回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
１．「伝え方」と「伝わり方」との隙間－記事の『書き手』と『読み手』との対話－








































































































回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師




回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
１．「伝え方」と「伝わり方」との隙間－記事の『書き手』と『読み手』との対話－
























1月18日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6 12月14日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科7 12月21日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 11月30日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部




6 9月21日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리겠습니다.아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科
11月 9日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 11月16日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?





9 10月12日(水) 動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
10 10月26日(水) 総まとめ
8 1月 11日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9
希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶어요?






2 8月24日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 8月31日(水)
10 8月 3日(水) 総まとめ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
7 9月28日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼마나 되었어요?
非常勤講師 金　多希8 10月 5日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
5 9月14日(水)
7月 6日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学部7 7月13日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 6月22日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部





2 6月8日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 6月15日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
１１．韓国語講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月20日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?











3 6月29日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)




2 6月15日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月27日(月) 韓国家庭料理３ (コーディネーター)




2  6月13日(月) 韓国家庭料理２ 　教授 大森玲子
13 カラスによる被害と管理
９．韓国料理の魅力















































回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
54
5554








1月18日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6 12月14日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科7 12月21日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 11月30日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部




6 9月21日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리겠습니다.아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科
11月 9日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 11月16日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?





9 10月12日(水) 動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
10 10月26日(水) 総まとめ
8 1月 11日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9
希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶어요?






2 8月24日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 8月31日(水)
10 8月 3日(水) 総まとめ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
7 9月28日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼마나 되었어요?
非常勤講師 金　多希8 10月 5日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
5 9月14日(水)
7月 6日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学部7 7月13日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 6月22日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部





2 6月8日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 6月15日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
１１．韓国語講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月20日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?











3 6月29日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)




2 6月15日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月27日(月) 韓国家庭料理３ (コーディネーター)




2  6月13日(月) 韓国家庭料理２ 　教授 大森玲子
13 カラスによる被害と管理
９．韓国料理の魅力















































回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
54 55
5554









4 12月 8日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月21日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
11月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月24日(木) 個別テーマによる作品制作　その２ 中島 宗晧





4 7月21日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 6日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
6月23日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 7日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ 中島 宗晧





4 12月 1日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月15日(水) 行書から草書、仮名とはどういう書体かを学ぶ
10月27日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月17日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ 中島 宗晧






















3 10月20日(木) 門・彼岸過迄・行人 名誉教授
















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月21日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月28日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
13 11月 1日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 11月 8日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月18日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月25日(火) 「Why? What? How?」の会議運営




2 6月 7日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月14日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
１２．｢話しあいファシリテーション｣の理論と実践 2016
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月19日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和














4 12月 8日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月21日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
11月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月24日(木) 個別テーマによる作品制作　その２ 中島 宗晧





4 7月21日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 6日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
6月23日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 7日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ 中島 宗晧





4 12月 1日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月15日(水) 行書から草書、仮名とはどういう書体かを学ぶ
10月27日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月17日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ 中島 宗晧






















3 10月20日(木) 門・彼岸過迄・行人 名誉教授
















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月21日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月28日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
13 11月 1日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 11月 8日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月18日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月25日(火) 「Why? What? How?」の会議運営




2 6月 7日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月14日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
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回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月19日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和
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3 6月16日(木) 生と死（仏教、武士道、現代科学からの考察） 神長 善次
1  6月 2日(木)
15:00～17:00
生きるとは何か（西欧的見方)























回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月10日(土) ２本杖ウォ―キング基礎と実践 山形正巳
5 10月 8日(土) ポールウォ―キングの運動機能改善
2  7月 9日(土) ヨガの基本 遠藤綾乃
3 8月 6日(土) ウォーキング効果を高める体作り ポールウォ―キングコーチ





5 9月8日(木) 楽器紹介 (弦楽器)、アマチュア音楽 (2) 荻町　修
20．フィットネスウォーキング
農学部




2 8月24日(水) オーケストラの楽しみ方 (2)
4 9月7日(水) 楽器紹介 (金管楽器)、アマチュア音楽 (1)
19．クラシック音楽への招待 3











2 7月 5日(火) 気象観測と天気
4 7月19日(火) 高気圧と低気圧
5 12月 3日(土) 遺伝病について
18．役に立つ気象学
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部




2 11月 5日(土) 遺伝子と進化
4 11月26日(土) 遺伝子実験について
5 9月24日(土)  福島を考える
１7．ゲノム、遺伝子、細胞




6 10月 6日(木) 白面の兵士 工学部准教授 寄川 弘玄
農学部













2 6月 9日(木) 這う男
4 6月22日(水) マザリンの宝石
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
昭和女子大学
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3 6月16日(木) 生と死（仏教、武士道、現代科学からの考察） 神長 善次
1  6月 2日(木)
15:00～17:00
生きるとは何か（西欧的見方)























回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月10日(土) ２本杖ウォ―キング基礎と実践 山形正巳
5 10月 8日(土) ポールウォ―キングの運動機能改善
2  7月 9日(土) ヨガの基本 遠藤綾乃
3 8月 6日(土) ウォーキング効果を高める体作り ポールウォ―キングコーチ





5 9月8日(木) 楽器紹介 (弦楽器)、アマチュア音楽 (2) 荻町　修
20．フィットネスウォーキング
農学部




2 8月24日(水) オーケストラの楽しみ方 (2)
4 9月7日(水) 楽器紹介 (金管楽器)、アマチュア音楽 (1)
19．クラシック音楽への招待 3











2 7月 5日(火) 気象観測と天気
4 7月19日(火) 高気圧と低気圧
5 12月 3日(土) 遺伝病について
18．役に立つ気象学
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部




2 11月 5日(土) 遺伝子と進化
4 11月26日(土) 遺伝子実験について
5 9月24日(土)  福島を考える
１7．ゲノム、遺伝子、細胞




6 10月 6日(木) 白面の兵士 工学部准教授 寄川 弘玄
農学部













2 6月 9日(木) 這う男
4 6月22日(水) マザリンの宝石
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
昭和女子大学


















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　栃木くらし文化研究所代表
3  9月20日(火) 絢爛豪華な彫刻屋台祭り「鹿沼市今宮神社ぶっつけ祭り」 柏村 祐司












和氣 博之3 10月23日（日） 厳しい自然　～その時、どうする？～




















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師






3  6月17日(金) 災害に強いまちづくり
地域デザイン科学部
准教授 近藤　伸也





2  6月10日(金)  災害復興と被災者支援
24．栃木で考える防災と災害復興
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師








国際学部3  6月20日(月) サムライの娘、セツとの結婚
　教授　 丁　貴連




4  6月27日(月) ハーンと日本の近代化―熊本での絶望そして神戸へ―
23．ラフカディオ・ハーンと日本

















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　栃木くらし文化研究所代表
3  9月20日(火) 絢爛豪華な彫刻屋台祭り「鹿沼市今宮神社ぶっつけ祭り」 柏村 祐司












和氣 博之3 10月23日（日） 厳しい自然　～その時、どうする？～




















回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師






3  6月17日(金) 災害に強いまちづくり
地域デザイン科学部
准教授 近藤　伸也





2  6月10日(金)  災害復興と被災者支援
24．栃木で考える防災と災害復興
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師








国際学部3  6月20日(月) サムライの娘、セツとの結婚
　教授　 丁　貴連




4  6月27日(月) ハーンと日本の近代化―熊本での絶望そして神戸へ―
23．ラフカディオ・ハーンと日本
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Ⅱ．地域連携事業 
 
宇都宮大学では、国立大学として初めて平成 3(1991)年 7 月に「生涯学習教育研究センター」を設置





◇ 平成 27 年度 
 
 平成 25 年度に地域連携教育研究センターとしての活動が開始されて以降、地域連携事業は、センタ
ー専任教員が持続性を持たせて行っている。平成 27 年 3 月 31 日に廣瀬隆人教授が北海道教育大学釧路
校・教職大学院に転任した一方で、平成 27 年度については、平成 27 年 3 月 1 日の時点で基盤教育セン
ター特任准教授として赴任していた石井大一朗が廣瀬教授の地域連携事業の一部を引き継いだ。 
平成 26 年 4 月 1 日に地域連携教育研究センターに赴任した髙橋俊守准教授は、地域連携部門の主担
当として、生涯学習教育研究センター時代には進めていなかったタイプの地域連携事業を開拓してお















平成 27 年度（2015 年 4月 1 日～2016 年 3月 31 日）  
No. 実施日 講  座  名 共 催 機 関 ・ 団 体 名 
受講者 
（人） 
１ 前期 とちぎ県民カレッジ（前期） 栃木県総合教育センター  



















平成 28 年度 
公開講座
番号 講  座  名 外部組織・機関・団体名 
1 「伝え方」と「伝わり方」との隙間 読売新聞社 宇都宮支局 
2 男女共同参画による地域づくり とちぎ男女共同参画センター 
3 消費者力アップセミナー 栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室 
4 現地で学ぶ「宇都宮学」 ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会 
5 アイヌ文化を学ぶ (財)アイヌ文化振興・研究推進機構 
6 宇都宮城と蓮池   宇都宮城跡蓮池再生検討委員会 
7 里山で楽しむランブリング 雑草と里山の科学教育研究センター 
8 鳥獣管理士養成講座 一般社団法人鳥獣管理技術協会 
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